
決算書掲載頁　P175

府立花の文化園及び市立林業総合センターの利用者等の利便に資するため、市立駐車場の管理運営を実施する。
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1

指定管理 平成6年度 河内長野市立駐車場条例

府立花の文化園来園者、市立林業総合センター来館者、農林業関係者、市民

指定管理者、近隣施設、地元と調整しながら、地域活性・交流拠点の整備スケジュールとの調整を図りつつ、市立駐車
場の運営を進めていく。
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林業従事者の組織する団体の活動の促進、森林に関わる情報発信や学習・交流の促進等の諸活動を推進することによ
り林業の発展と林業従事者の地位向上、森林の有する公益的機能の普及を図る。
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細事業：林業総合センター管理運営事業 04事業
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指定管理 平成2年度 河内長野市立林業総合センター条例

森林所有者、林業関係者、市民

引き続き林業従事者の組織する団体の活動促進により、林業の発展と林業従事者の地位向上をめざすとともにＰＲ活動
の充実を図り、森林の有する公益的機能の普及に努める。
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イベント実施やPRの充実により、森林や林業に関する情報発信を行うとともに、利用者の拡大を図る等、施設の適切な
管理運営に努める。目
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細事業：市立駐車場管理運営事業                       

１．市立駐車場管理運営業務 

市立高向宮の下駐車場は、府立花の文化園や市立林業総合センターをはじめとする公共施設を使用する者の利便

に資するために設置され、周辺施設との連携を図るため、指定管理者である大阪府森林組合による管理運営を実施

した。 

・利用状況 

普通車 マイクロバス 大型バス 

台数 料金 台数 料金 台数 料金 

14,872 7,109,000 32 27,000 44 49,500 

 

 

 

細事業：林業総合センター管理運営事業                          

１．林業総合センター管理運営業務 

市立林業総合センターは、林業の発展と林業従事者の地位の向上に資するため設置され、木材の普及・啓発を図

るため、指定管理者である大阪府森林組合により、施設の維持管理及び林業従事者の相談業務、展示資料室や多目

的実技実習室で河内材を使用した木工指導やイベント等を実施するとともに、市外で

のイベントも実施しており、都市住民に対する木材・林業・おおさか河内材の普及啓

発を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・利用状況 

多目的実技実習室 大会議室 小会議室 

使用日数 利用人数 使用回数 利用人数 使用回数 利用人数 

298 2,382 97 1,120 57 268 

 

あべのキューズモール 

での出張イベント 

林業従事者対象の

安全講習会 

での出張イベント 


